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千葉ウィスコンシン協会交流会2026

会食後、ウィスコンシン州出身で離任するALTによるプレゼンテーションが行われました。Daryan Schultzさ

んとビデオメッセージを寄せてくださったSean Beyerさんは、高校生とのふれあいや国内旅行等での思い出を

写真と共に紹介してくれました。また、ALTプログラムコーディネーターであり当協会運営委員のMaximilian 

Gumbleさんは、ALTの経験を生かし長年当協会の活動に関わってきたことを感慨深く語られ、会場は多くの拍

手に包まれました（詳細は次ページ）。

続いて、今年派遣される千葉県友好使節団の笹生健司団長（派遣・受入事業部会長）から、派遣される高校生7

名が熱心に準備に取り組んでいるとの報告があり、同行する片岡智絵運営委員、長谷川加奈運営委員が高校生

たちの実りある派遣に向けた抱負を語りました。次に、昨年ウィスコンシン州で短期語学研修を経験した敬愛大学

国際学部の学生が研修成果や現地での体験を紹介し、参加者は熱心に耳を傾けていました。

宮崎忠夫運営委員長による閉会の挨拶の後、参加者全員で記念撮影を行いました。あいにくの大雨にもかかわ

らず、多くの皆様にご参加いただき、心より感謝申し上げます。

※この動画はCWAホームページ（https://chiba-wisconsin.net/）で公開中

６月27日㈯にホテルプラザ菜の花で

開催された今年の交流会には、総会出

席者やウィスコンシン州出身のALT等

36名が参加し、若々しく賑やかな会とな

りました。

冒頭、開会挨拶に立った中元広之副

会長は、当協会が設立22年目を迎えた

今年、千葉県から若者を中心とした友好

使節団をウィスコンシン州へ派遣する予

定であることを報告しました。

続いて、冨沢昇監事が離任されるＡＬ

Ｔの皆様へ感謝と労いの言葉を述べた

後、乾杯の発声が行われ、和やかに会食

が始まりました。会食中、昨年度の「新任

ＡＬＴ歓迎会」と「日米食文化交流会」の

映像がスクリーンに流され、各テーブル

では会話が弾んでいました。

交流会
パート

１

参加者全員で記念撮影

中元 広之 副会長 冨沢 昇 監事

千葉県友好使節団の運営委員3名 敬愛大学国際学部の学生 会食の様子
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離任ALTからのメッセージ

交流会
パート

2

6月 27日（土）の交流会では、離任するALTがスライドを使って思い出などを語ったほかビデオ
メッセージが寄せられました。また、マックス運営委員から都合８年間にわたる活動内容をスラ
イドを使って語っていただいたほか、ALTからメッセージが寄せられました。

この8年間、千葉県の公立学校で外国語教育に携わるとともに、過去5年間

は千葉ウィスコンシン協会運営委員として、千葉県とウィスコンシン州の姉妹州

交流にも貢献できたことを大変光栄に思います。2018年、千葉県立土気高等

学校でALTとして勤務を開始しました。大学で4年間日本語を学び、高校時代

には千葉市でホームステイを経験していたことから、日本で働くことは長年の

夢でした。ALTとして3年間勤務する中では、コロナ禍による困難も経験しまし

たが、その後、県教育委員会のALTプログラムコーディネーターに就任しまし

た。

コーディネーターとしては、教員やALTへの指導・助言という新たな役割に

取り組むため、神田外語大学大学院でTESOL（英語教授法）の修士号を取得しました。この学びを通じて専門性を高

め、多くの教育関係者とのネットワークを築くことができ、より充実した支援ができるようになりました。5年間の任期終了

後は、千葉県立千葉中学校で英語教師として勤務する予定であり、県立学校の常勤教員を目指して採用選考にも挑戦

しています。これまでCWAや姉妹州交流を通じて得た多くの経験に感謝するとともに、今後も千葉県の英語教育と千

葉・ウィスコンシン姉妹県州交流の発展に貢献していきたいと考えています。

Maximilian Gumble（県教育委員会のALTプログラムコーディネーター）

私は千葉県立流山おおたかの森高等学校で１年間、ALTとして勤務しまし

た。この間、千葉県ウィスコンシン協会をはじめ、多くの皆様から温かいご支援

をいただき、心より感謝しています。帰国後は、ウィスコンシン州ヴェローナに

あるエピック・システムズ社でプロジェクトマネージャーとして勤務し、千葉県と

ウィスコンシン州の交流促進にも力を尽くしたいと考えています。10月には教

え子たちがマディソンを訪れる予定と聞いており、ウィスコンシンで再会し、新

しい職場を案内できることを楽しみにしています。

Sean Beyer（千葉県立流山おおたかの森高等学校）

Valery Montes de Oca（千葉県立安房高等学校）
こんにちは。私はヴァレリー・モンテスデオカです。千葉県立安房高等学校でALTと

して勤務してきましたが、7月末で任期を終えます。日本で過ごした日々は、私にとっ

てかけがえのない宝物です。海外生活には苦労もありましたが、それ以上に多くの学

びや出会いに恵まれ、教えることが大好きな私にとって、日本でALTとして働けたこと

は夢の実現でした。帰国後はシカゴへ移り住み、代用教員として新たな一歩を踏み出

します。日本を離れるのは寂しいですが、新たな挑戦を楽しみにしています。恋しくな

るものはたくさんありますが、その一つは日本のセブン-イレブンです。千葉はこれから

も私の「第二の故郷」です。多くの友人や世界中から集まった素晴らしい人々と出会

い、故郷では得られなかった貴重な経験を重ねることができました。また日本、そして

千葉を訪れたいと思います。千葉ウィスコンシン協会の皆様、本当にありがとうござい

ました。

私は千葉県立東金高等学校で4年間、ALTとして勤務しました。在職中は

日本各地を旅し、20の都道府県を訪れました。千葉では東金市の桜まつりや

茂原市の七夕まつり、勝浦市のひな祭りなど、地域の行事を楽しみ、多くの思

い出をつくることができました。学校では国際交流クラブで積極的に活動し、ク

リスマスの「ホワイトエレファント・ギフト交換」やハロウィーンなど、アメリカの文

化を生徒たちに紹介しました。また、英語科の先生方とも親しい関係を築くこと

ができました。この夏に帰国後は実家へ戻り、アウグスブルク大学大学院に進

学します。ESL（第二言語としての英語）の教師を目指して学びながら、家族と

再び同じ街で暮らし、新たな生活を始められることを楽しみにしています。

Daryan Schultz（千葉県立東金高等学校）
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　令和8年度理事会
６月１日（月）、ホテルポートプラザちば(千葉市中央区)において、令和８

年度理事会を開催し、当協会の特別顧問である熊谷俊人知事をはじめ、

顧問１名、理事10名（うち代理１名のほか委任状提出理事７名）、監事2名

が出席しました。

冒頭、茂木友三郎会長は「昨年度は残念ながらウィスコンシン州から友

好使節団を迎えられませんでしたが、今年度は、千葉県から若者たちを中

心に友好使節団を派遣することになっています。今後一層交流を発展さ

せるため、皆様からご意見をお願いしたい」と挨拶しました。続いて、熊谷

知事からは「国際情勢が大きく変化する今、顔の見える地域同士の信頼

関係がこれまで以上に重要です。皆様が積み重ねてきた交流は、今の時代だからこそ大きな価値があり、県としても新

たな取組を進めていきたい」とのご挨拶をいただいた後、知事は所用のため退出されました。

会議では、令和７年度の事業報告及び収入・支出決算、令和８年度の事業計画（案）及び収入・支出予算（案）等の議

題が審議され、総会に付議されることになりました。次いでウィスコンシン州との交流状況について事務局から報告があ

り、出席者による意見交換で幕を閉じました。

６月27日（土）、ホテルプラザ菜の花（千葉市中央区）において、令和８

年度定期総会を開催し、正会員21名（この他委任状提出会員41名）が出

席しました。

冒頭、中村耕太郎常務理事から、「今年度は千葉県から若者を中心とし

た友好使節団を派遣する予定で、現在、先方のウィスコンシン・千葉委員

会と日程などの詳細について調整を進めています」と挨拶しました。

その後、会員の笹生健司さんを議長として、令和７年度の事業報告及び

収入・支出決算、令和８年度の事業計画（案）及び収入・支出予算（案）、理

事・監事の選任（案）について審議が行われ、すべて原案のとおり承認され

ました。

いすみ町の時から、ウィスコンシン州ウォパン市と姉妹交

流を続けています。現在国吉中学校を中心に中学生同士

の交流を行っており、ALTも２名来ています。今年9月に

は国吉中学校の生徒がウォパン市を訪問し、来年はウォ

パン市の中学生を受け入れてホームステイを行う予定で

す。こうした交流を通じて、子どもたちの教育や国際理解

に努めており、今後もご指導とご支援をお願いしたい。

小路正和顧問（いすみ市長）

■

　令和8年度定期総会

円安やアメリカの物価高が続く中、10名の派遣を計画さ

れており大変意義深いと思います。こうした状況下でもコ

ロナ禍以前と同様に充実した派遣事業を実施するために

どのような工夫をされているのか。また、派遣内容と実施

の見通しについてお聞かせください。

横手幸太郎理事（国立大学法人千葉大学学長）

■

千葉県とウィスコンシン州には太いパイプがあり、多くの

ウィスコンシン州出身のALTが当校に来ています。近年

は円安等の影響で海外派遣の費用負担が大きくなって

いる中で、高校生にウィスコンシン州を訪問する機会を提

供していただけることは大意義深いと思います。高校生

に貴重な国際交流の機会を与えていただき心から感謝

申し上げます。

福水勝利理事（千葉県立成田国際高校校長）

■

理事会での意見（抜粋）及び役員からのメッセージ

●千葉ウィスコンシン協会（CWA）の役員となりまし

た。よろしくお願いいたします。今の社会は、パソコ

ンとスマホのデジタルデバイスの普及により、IT、

DXからＡX（ＡＩトランスフォーメーション）時代とな

り、急速に伸展しています。一方で、人と人をつなぐ

心の交流や異文化体験はデジタルの領域とは違い

ます。未来をつくる若い人の感性や地域への愛着

は、交流によって磨かれ深まると確信しています。

豊かな心を育む国際的なCWA活動に共感し協働

いたします。

中元広之副会長（千葉日報社代表取締役社長）

千葉県とウィスコンシン州の交流は、36年にわたり

教育・文化・経済など幅広い分野で続き、友好使節

団員は約2,400人にも上ります。人が真剣に人と

向き合う場からは、数字には表れない力が育って

いくものだと思います。国境を越えた出会いも、ま

さにそのような機会です。これを支えてこられた

CWAの皆様の活動に深い敬意を抱くとともに、出

会いから育まれた信頼が、これからも息の長い交

流として続いていくことを期待しております。　　　

冨沢昇監事（千葉県産業振興センター理事長）

●
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令和8年度事業計画
［事業方針］

［事業内容］

令和8年度 収入・支出予算
１　収入の部 単位：千円

科　　 目 8年度（A） 7年度（B） A-B 備　　　考
会 費 552 576
補 助 金 1,150 1,150 0
県 運 営 費 補 助 150 150 0
県 事 業 費 補 助 1,000 1,000 0
交流事業等参加費 1,130 510 620 交流会
繰 越 金 3,074 2,716 358

計 5,906 4,952 954

令和８年度　千葉ウィスコンシン協会役員・運営ボランティア （令和８年８月１日現在）

役 職 名 氏　　名 所　　　　属

特 別 顧 問 熊谷 俊人 千葉県知事

顧 問 佐々木 久之 鴨川市長　

小路 正和　　いすみ市長

会 　 長 茂木　友三郎 キッコーマン株式会社取締役名誉会長　取締役会議長

副 会 長 中元 広之 株式会社千葉日報社代表取締役社長

佐久間　英利 一般社団法人千葉県商工会議所連合会会長

柳橋 良造 公益財団法人千葉県文化振興財団理事長

常 務 理 事 中村　耕太郎 公益財団法人ちば国際コンベンションビューロー代表理事

理 　 事 青柳 洋治 千葉テレビ放送株式会社代表取締役社長

堂脇 清志 学校法人東京理科大学創域理工学部長

一般社団法人千葉県経済協議会会長

熊谷 俊行 一般社団法人千葉県経営者協会会長

佐藤 克文 国立大学法人東京大学大気海洋研究所教授

米 本　 努 千葉県経済同友会代表幹事

龍野 一郎 千葉県立保健医療大学学長

宮崎 義政 千葉県太鼓連盟会長

１　定例会の開催
　・理事会、総会：各１回
　・運営委員会：原則として毎月第二土曜日に開催、
　　　　　　　　委員会の前に各部会を開催
２　ウィスコンシン州との交流事業の企画・運営
千葉県友好使節団の派遣
　・時期：令和８年10月3日～11日（予定）
　・派遣団員数：10名程度

３　会員等交流事業の開催
　・会員交流会＆Farewell Party（６月 27 日（土））
　・新任 ALT 歓迎会（９月頃予定）
　・食文化交流会（11 月頃予定）
4　ＣＷＡの活動及びウィスコンシン州に関する広報事業
・ＣＷＡ ＮＥＷＳの発行（３回）
・ＣＷＡホームページによる各種情報提供
　・各種イベントへの参加
　・ウィスコンシン州及び同州との交流に関する情報収集

２　支出の部 単位：千円
科　　 目 A-B 備　　　考

運 営 費 297 297 0 印刷費、消耗品費等
事 業 費 4,956 2,694 2,262
会 議 費 210 110 100 理事会、総会
友好使節団派遣・受入事業 4,060 1,900 2,160 旅費、報告書
会員等交流事業 274 274 0 交流会経費
広 報 事 業 412 410 2 ＣＷＡＮＥＷＳの発行
予 備 費 653 1,961 △1,308

計 5,906 4,952 954

役 職 名 氏　　名 所　　　　属

理 　 事 横手　幸太郎 国立大学法人千葉大学学長

田中 奏史 千葉県総合企画部国際・交通担当部長

監 　 事 冨 沢　 昇 公益財団法人千葉県産業振興センター理事長

戸塚 隆友
独立行政法人日本貿易振興機構（ジェトロ）
千葉貿易情報センター所長

【編集後記】 発行所：千葉ウィスコンシン協会
発行人：宮崎 忠夫　　編集：広報部会
https://chiba-wisconsin.net/

（公財）千葉国際コンベンションビューロー内

24
8年度（A） 7年度（B）

小西 雅子

福水 勝利 千葉県立成田国際高等学校校長

【運営スタッフ】

事　務　局

　吉原　繁行

　飯沼　美由紀

　長谷川　加奈

派遣・受入事業部会

　大浦　雅己（アドバイザー）

　安藤　忠男（事務局長）

　浅沼　明夫

　片岡　智絵

○笹生　健司

○印は部会長

【イベントスタッフ】

　薄井 まどか

　小川　智子

【PRスタッフ】

　高谷　慶

広報部会

会員等交流事業部会

○阿部　照夫

　石井　崇子

　三橋　早苗

　青木　靖子

　宮崎　忠夫（委員長）

○森山　茂男

　角田 トミ子

今回は、ＣＷＡの理事会、総会及び交流会の様子について
報告するとともに、離任するＡＬＴから寄せられた在任
中の思い出やＣＷＡに対するメッセージ等を紹介しまし
た。今年は千葉県友好使節団を派遣する予定です。高校
生たちがこれまで経験したことがないような楽しい思い
出をたくさん作って帰ってこられるようＣＷＡは全力を
尽くしてまいります。

CWAは今年で22年を迎え、これまで会員交流、広報活動、友好使節団の受入れ・派遣などの事業を通じてウィス

コンシンの市民との交流を深めてきました。令和８年度は、前年度までの事業実績をもとに、さらに多くの方にウィ

スコンシン州の魅力を知っていただけるよう、各分野の事業内容のより一層の充実を図ってまいります。
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